
第 3回 ID分科会 

会議議事録 

事業名 「職業実践専門課程」の推進を担う教員養成研修モデルの開発・実証 

代表校 一般社団法人全国専門学校教育研究会  

 

会議名 「インストラクショナルデザイン分科会」（第 3回） 

開催日時 平成 26 年 10月 30日（木） 

14：00～16：00（2ｈ） 

場所 メディアボックス Ａ会議室（地下１階） 

出席者 ➀委員 

大城圭永（学校法人 KBC学園）、中島慎太郎(学校法人有坂中央学園)、岡村

慎一（専門学校ＹＩＣグループ）、井戸和男（一般社団法人日本産業訓練協

会）、三宅英明（学校法人昇陽学院）、山田太（学校法人浦山学園 富山情

報ビジネス専門学校）、芦澤昌彦（学校法人河原学園）冨田伸一郎、山口典

子（株式会社ウチダ人材開発センタ）（計 9名） 

②評価委員 

・小野紘昭（一財）職業教育キャリア教育財団 啓明学園） 

③オブザーバー 

・永井真介（富山情報ビジネス専門学校） 

・伊藤慎二郎（学校法人穴吹学園）（計 2名） 

④事務局 

・飯塚正成（有限会社ザ・ライスマウンド） 

議題等 １）開会 

・10月 23日開発・実証委員会にて報告済み。11月 12日の開発・実証委

員会に向けて、11月 10日の分科会で調整を行う。 

２）研究事業検討 

①前回の議事録確認（別紙資料） 

②事前概念図についてウチダ人材開発センタより説明。（別紙資料） 

a)図を変更すると決定した箇所は以下の通り。 

・「授業評価」「成績評価」部分に企業との連携を表現する。 

・「欲しい人材」が「現場実習」、「育てる人材」が「教員研修」とする。 

・「求める人材像とリンク・・・・・・業務遂行」の四角が「欲しい人材」 

・「企業に求められる人材像とリンク・・・カリキュラム」の四角が「育て

る人材」とする。 

・「職業実践専門課程と IDの関係」というタイトルを図の下に配置。 

上部に「社会」「企業」を配置。 

・図に P（Purpose：目的）+ PDCAを表現。 

③アンケートについて（別紙資料） 

a)プロファイル 
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・学校名、所在地（都道府県）、分野などは入力するが、無記名とする。 

・企業勤務経験があるか、教員経験何年かの質問を追加。 

・職業実践専門課程の科目かどうかの質問を追加。 

・教科目的は削除。形態（講義、実習、演習）を追加。 

・担当する科目が複数ある教員は、「主なもの」を 2,3入力してもらう。（そ

れ以上でも構わない） 

b)質問項目 

・日本語として不自然で抽象的。鈴木教授の資料を変更したものだが、さ

らに具体的でわかりやすい文章に変更する（出典：鈴木克明(2008)「イン

ストラクショナルデザインの基礎とは何か:科学的な教え方へのお誘い」

『消防研修』）※追記：鈴木教授より活用の承諾を得ている。 

・「１.出口～5.環境」の ID専門用語のため見出しは不要。 

c)全体 

・依頼する際「あなたの授業を評価するものではありません。全体の傾向

を計るためのアンケートです」とわかるように記載する。 

・「事前アンケート」の「事前」はとり「アンケート」とする。 

・入力することによって、メリットがあることを伝える。（ID を活用して

いる教員は、再確認・自信を持つことになる。ID を知らない人は、自分

の授業に不足していることがわかり IDを学ぶ意識付けとなる。 

③現状報告 

・eラーニングの作成中。11月 18日から受講可能とする。 

・11月 12日の委員会でもプロトタイプを紹介する予定。 

・企業の ID 事例の掲載許諾については進捗なし。 

④その他 

・専門学校の事例も掲載できないか。河原学園に確認する 

３）今後のスケジュール 

①作業担当 

・図の修正→ウチダ人材開発センタ 

・アンケートの修正、入力依頼文の作成→ウチダ人材開発センタ 

上記は 11月 10日の前に、メールで皆様に送付しご確認いただく。 

11月 10 日に検討、12日の委員会に提出。 

・河原学園への事例確認の担当は未定。 

②11月 10日、12日 

・プロジェクター、PCをウチダ人材開発センタが持参する。 

③次回以降 

・別紙「日程表」参照 

以上 
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